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(57)【要約】
【課題】内視鏡システムの状態に応じて初期化動作また
は継続動作を選択することができる内視鏡システムを提
供する。
【解決手段】故障検出部２０１は、撮像画像と、画像処
理部２００の処理結果の画像とを比較した結果に基づい
て画像処理部２００の故障を検出し、故障の状態を示す
故障状態信号を出力する。システム状態検出部２０２は
、内視鏡システムの状態を示すシステム情報に基づいて
、内視鏡システムが体腔内での検査中であるか否かを判
定し、判定結果を示すシステム状態信号を出力する。故
障処理部２０３は、故障状態信号およびシステム状態信
号に基づいて、画像処理部２００におけるプログラマブ
ル集積回路を初期化するか否かを判定し、判定結果を示
す制御信号を出力する。画像処理部２００は、制御信号
に基づいて、プログラマブル集積回路を初期化する初期
化動作、またはプログラマブル集積回路を初期化せずに
動作を継続する継続動作を行う。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内の部位を照明するための照明光を発生する光源部と、前記照明光により照明され
た体腔内の部位を撮像素子により撮像し撮像画像を得る撮像部と、前記撮像画像に所定の
処理を行い、処理後の画像を表示部に出力するプログラマブル集積回路により構成される
画像処理部とを有する内視鏡システムであって、
　前記撮像部からの前記撮像画像と、前記画像処理部で処理された処理結果の画像とを比
較した結果に基づいて前記画像処理部の故障を検出し、故障の状態を示す故障状態信号を
出力する故障検出部と、
　内視鏡システムの状態を示すシステム情報に基づいて、内視鏡システムが体腔内での検
査中であるか否かを判定し、判定結果を示すシステム状態信号を出力するシステム状態検
出部と、
　前記故障状態信号および前記システム状態信号に基づいて、前記画像処理部における前
記プログラマブル集積回路を初期化するか否かを判定し、判定結果を示す制御信号を出力
する故障処理部とを有し、
　前記画像処理部は、前記制御信号に基づいて、前記プログラマブル集積回路を初期化す
る初期化動作、または前記プログラマブル集積回路を初期化せずに動作を継続する継続動
作を行うことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記故障検出部は、
　前記画像処理部が行う前記所定の処理と同等の処理を前記撮像画像に行い変換画像とし
て出力する撮像画像変換部と、
　前記変換画像と前記処理結果画像とを比較し、比較結果を前記故障状態信号として出力
する画像比較部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記撮像画像変換部はＣＰＵにより構成され、前記ＣＰＵはソフトウェアに基づく処理
により前記所定の処理と同等の処理を行い、
　前記画像比較部は、前記撮像画像変換部によって処理された前記変換画像に対応する前
記処理結果画像を記憶する記憶部を更に有し、前記撮像画像変換部による処理の完了後に
前記変換画像と、前記記憶部に記憶された前記処理結果画像とを比較する
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記故障検出部は、
　前記撮像画像の特徴量を算出し第１の特徴量として出力する第１の特徴量検出部と、
　前記処理結果の画像の特徴量を算出し第２の特徴量として出力する第２の特徴量検出部
と、
　前記第１の特徴量と前記第２の特徴量とを比較し、比較結果を前記故障状態信号として
出力する特徴量比較部とを有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記システム状態検出部は、前記撮像画像の特徴量を算出し、算出した特徴量に基づい
て内視鏡システムが体腔内での検査中であるか否かを判定し、判定結果を示す第１の体腔
内検出信号を出力する第１の体腔内検出部を有することを特徴とする請求項１～請求項４
のいずれか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記画像処理部は、
　前記撮像画像から輝度レベルを算出する輝度レベル算出部と、
　前記輝度レベルを所定の目標レベルと比較し、比較結果に基づいて発光量を演算し、発
光量を示す発光量情報を出力する発光量演算部とを更に有し、
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　前記光源部は、前記発光量情報に基づいて前記発光量を制御し、
　前記システム状態検出部は、前記発光量情報が示す発光量が所定の範囲内にあるか否か
を判定し、判定結果を第２の体腔内検出信号として出力する第２の体腔内検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　操作者が診断機能に係る設定のために行う操作を受け付け、操作結果を示す操作情報を
出力する操作部と、
　前記操作情報に基づいて前記診断機能に係る設定を行う設定部とを更に有し、
　前記システム状態検出部は、前記操作情報に基づいて前記診断機能の設定の有無を検出
し、第３の体腔内検出信号として出力する第３の体腔内検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記システム状態検出部は、
　前記撮像画像の特徴量を算出し、算出した特徴量に基づいて内視鏡システムが体腔内で
の検査中であるか否かを判定し、判定結果を示す第１の体腔内検出信号を出力する第１の
体腔内検出部、
　発光量情報が示す発光量が所定の範囲内にあるか否かを判定し、判定結果を第２の体腔
内検出信号として出力する第２の体腔内検出部、
　操作者が診断機能に係る設定のために行う操作の結果を示す操作情報に基づいて前記診
断機能の設定の有無を検出し、第３の体腔内検出信号として出力する第３の体腔内検出部
　のうち少なくとも２つの体腔内検出部と、
　前記第１の体腔内検出信号に基づいて体腔内での検査中であると判定される場合、また
は前記第２の体腔内検出信号に基づいて前記発光量が前記所定の範囲内であると判定され
る場合、または前記第３の体腔内検出信号に基づいて前記診断機能が設定されていると判
定される場合、体腔内での検査中であることを示す前記システム状態信号を出力するシス
テム状態判定部とを有し、
　前記システム状態検出部が前記第２の体腔内検出部を有する場合、前記画像処理部は、
前記撮像画像から輝度レベルを算出する輝度レベル算出部と、前記輝度レベルを所定の目
標レベルと比較し、比較結果に基づいて発光量を演算し、発光量を示す前記発光量情報を
出力する発光量演算部とを更に有し、前記光源部は、前記発光量情報に基づいて前記発光
量を制御し、
　前記システム状態検出部が前記第３の体腔内検出部を有する場合、操作者が診断機能に
係る設定のために行う操作を受け付け、操作結果を示す前記操作情報を出力する操作部と
、前記操作情報に基づいて前記診断機能に係る設定を行う設定部とを更に有する
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記第１の体腔内検出信号に基づいて体腔内での検査中であると判定される場合、また
は前記第２の体腔内検出信号に基づいて前記発光量が前記所定の範囲内であると判定され
る場合、または前記第３の体腔内検出信号に基づいて前記診断機能が設定されていると判
定される場合、前記システム状態判定部は体腔内での検査中であることを示す前記システ
ム状態信号を出力し、
　前記故障状態信号が所定レベル未満の故障の発生を示し、前記システム状態信号が体腔
内の検査中であることを示す場合、前記故障処理部は前記画像処理部における前記プログ
ラマブル集積回路を初期化しないと判定することを特徴とする請求項８に記載の内視鏡シ
ステム。
【請求項１０】
　前記第１の体腔内検出信号に基づいて体腔内での検査中でないと判定される場合、かつ
前記第２の体腔内検出信号に基づいて前記発光量が前記所定の範囲外であると判定される
場合、かつ前記第３の体腔内検出信号に基づいて前記診断機能が設定されていないと判定
される場合、前記システム状態判定部は体腔内での検査中でないことを示す前記システム
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状態信号を出力し、
　前記故障状態信号が故障の発生を示し、前記システム状態信号が体腔内の検査中でない
ことを示す場合、前記故障処理部は前記画像処理部における前記プログラマブル集積回路
を初期化すると判定することを特徴とする請求項８に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、CCD等の撮像素子により体腔内の部位の撮像を行い、得られた画像に対して
画像処理を行い、表示や記録を行うための内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡システム（内視鏡装置）では、内視鏡スコープ内の撮像素子により体腔内を撮像
し、得られた撮像画像に対して、画像プロセッサ装置に内蔵された画像処理部により、ノ
イズ軽減，色補正，色強調，輪郭強調等の各種画像処理を行い、診断に適した画像を生成
し、その表示や記録を行う。一般に、これらの画像処理部はFPGA（Field Programmable G
ate Array）等のプログラマブル集積回路により実現される。FPGAは、電源投入時に基板
上の回路情報用ROMから回路情報を読み出して内部のSRAMに蓄え、この回路情報に基づき
内部の配線スイッチを切り替えることにより所望の回路を実現するものである。
【０００３】
　しかし、SRAM内の情報によりFPGAの回路構成が変化するため、例えば外部から混入する
ノイズ等の外的要因によりSRAM内の回路情報が変化して回路構成も変化し、正常な画像を
出力できなくなる場合がある。このような場合に、正常な状態へ復帰する方法として、以
下の方法が提案されている（例えば特許文献１参照）。図１５は、特許文献１に記載され
ているプロセッサ装置の構成を示す。この例では、撮像画像は検出データ付加回路１５０
０に入力される。検出データ付加回路１５００は、入力された撮像画像に既知の検出デー
タを付加し、検出データ付加画像として出力する。この検出データ付加画像は、FPGAによ
り構成される画像処理回路１５０１に入力される。
【０００４】
　画像処理回路１５０１は、検出データ付加画像に各種画像処理を施し、表示画像として
出力する。表示画像は外部の表示装置に出力されると共に判定回路１５０２に入力される
。判定回路１５０２は、表示画像に付加されている検出データが既知の値と一致するか否
かを判定し、判定結果を示す判定結果信号を出力する。判定結果信号が「一致」を示す場
合には初期化回路１５０３は動作せず、画像処理回路１５０１はそのまま動作する（継続
動作）。また、判定結果信号が「不一致」を示す場合には初期化回路１５０３が動作し、
画像処理回路１５０１に初期化信号を出力する。画像処理回路１５０１は初期化信号を受
け取ると、再度回路情報用ROM１５０４から回路情報を読み出し、正常な状態へ復帰する
（初期化動作）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２２５８５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　内視鏡システムでは、体腔内での内視鏡検査中に画像表示が停止してしまうと、操作者
が挿入部の向きや屈曲状況を確認できなくなり、挿入部を操作し、体腔内から引き抜くこ
とが困難になる。一方、従来技術では、画像処理結果に異常が検出された場合に画像処理
回路の初期化を行うが、初期化中は画像処理部の動作が停止するため、画像が表示されな
くなり、上記操作等を行うことができなくなる。従来技術ではこのような観点について考
慮されていない。
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【０００７】
　本発明は、この観点に着目し、例えば体腔内での検査中に異常が検出された場合でもで
きる限り継続して画像の出力を確保し、例えば体腔内での検査中でない場合や画像出力に
支障をきたすような異常が発生している場合には初期化を行い正常状態に戻すことを可能
とするため、内視鏡システムの状態に応じて初期化動作または継続動作を選択することが
できる内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、体腔内の部位を照明するため
の照明光を発生する光源部と、前記照明光により照明された体腔内の部位を撮像素子によ
り撮像し撮像画像を得る撮像部と、前記撮像画像に所定の処理を行い、処理後の画像を表
示部に出力するプログラマブル集積回路により構成される画像処理部とを有する内視鏡シ
ステムであって、前記撮像部からの前記撮像画像と、前記画像処理部で処理された処理結
果の画像とを比較した結果に基づいて前記画像処理部の故障を検出し、故障の状態を示す
故障状態信号を出力する故障検出部と、内視鏡システムの状態を示すシステム情報に基づ
いて、内視鏡システムが体腔内での検査中であるか否かを判定し、判定結果を示すシステ
ム状態信号を出力するシステム状態検出部と、前記故障状態信号および前記システム状態
信号に基づいて、前記画像処理部における前記プログラマブル集積回路を初期化するか否
かを判定し、判定結果を示す制御信号を出力する故障処理部とを有し、前記画像処理部は
、前記制御信号に基づいて、前記プログラマブル集積回路を初期化する初期化動作、また
は前記プログラマブル集積回路を初期化せずに動作を継続する継続動作を行うことを特徴
とする内視鏡システムである。
【０００９】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記故障検出部は、前記画像処理部が行う前
記所定の処理と同等の処理を前記撮像画像に行い変換画像として出力する撮像画像変換部
と、前記変換画像と前記処理結果画像とを比較し、比較結果を前記故障状態信号として出
力する画像比較部と、を有することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記撮像画像変換部はＣＰＵにより構成され
、前記ＣＰＵはソフトウェアに基づく処理により前記所定の処理と同等の処理を行い、前
記画像比較部は、前記撮像画像変換部によって処理された前記変換画像に対応する前記処
理結果画像を記憶する記憶部を更に有し、前記撮像画像変換部による処理の完了後に前記
変換画像と、前記記憶部に記憶された前記処理結果画像とを比較することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記故障検出部は、前記撮像画像の特徴量を
算出し第１の特徴量として出力する第１の特徴量検出部と、前記処理結果の画像の特徴量
を算出し第２の特徴量として出力する第２の特徴量検出部と、前記第１の特徴量と前記第
２の特徴量とを比較し、比較結果を前記故障状態信号として出力する特徴量比較部とを有
することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記システム状態検出部は、前記撮像画像の
特徴量を算出し、算出した特徴量に基づいて内視鏡システムが体腔内での検査中であるか
否かを判定し、判定結果を示す第１の体腔内検出信号を出力する第１の体腔内検出部を有
することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記画像処理部は、前記撮像画像から輝度レ
ベルを算出する輝度レベル算出部と、前記輝度レベルを所定の目標レベルと比較し、比較
結果に基づいて発光量を演算し、発光量を示す発光量情報を出力する発光量演算部とを更
に有し、前記光源部は、前記発光量情報に基づいて前記発光量を制御し、前記システム状
態検出部は、前記発光量情報が示す発光量が所定の範囲内にあるか否かを判定し、判定結
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果を第２の体腔内検出信号として出力する第２の体腔内検出部を有することを特徴とする
。
【００１４】
　また、本発明の内視鏡システムは、操作者が診断機能に係る設定のために行う操作を受
け付け、操作結果を示す操作情報を出力する操作部と、前記操作情報に基づいて前記診断
機能に係る設定を行う設定部とを更に有し、前記システム状態検出部は、前記操作情報に
基づいて前記診断機能の設定の有無を検出し、第３の体腔内検出信号として出力する第３
の体腔内検出部を有することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記システム状態検出部は、前記撮像画像の
特徴量を算出し、算出した特徴量に基づいて内視鏡システムが体腔内での検査中であるか
否かを判定し、判定結果を示す第１の体腔内検出信号を出力する第１の体腔内検出部、発
光量情報が示す発光量が所定の範囲内にあるか否かを判定し、判定結果を第２の体腔内検
出信号として出力する第２の体腔内検出部、操作者が診断機能に係る設定のために行う操
作の結果を示す操作情報に基づいて前記診断機能の設定の有無を検出し、第３の体腔内検
出信号として出力する第３の体腔内検出部のうち少なくとも２つの体腔内検出部と、前記
第１の体腔内検出信号に基づいて体腔内での検査中であると判定される場合、または前記
第２の体腔内検出信号に基づいて前記発光量が前記所定の範囲内であると判定される場合
、または前記第３の体腔内検出信号に基づいて前記診断機能が設定されていると判定され
る場合、体腔内での検査中であることを示す前記システム状態信号を出力するシステム状
態判定部とを有し、前記システム状態検出部が前記第２の体腔内検出部を有する場合、前
記画像処理部は、前記撮像画像から輝度レベルを算出する輝度レベル算出部と、前記輝度
レベルを所定の目標レベルと比較し、比較結果に基づいて発光量を演算し、発光量を示す
前記発光量情報を出力する発光量演算部とを更に有し、前記光源部は、前記発光量情報に
基づいて前記発光量を制御し、前記システム状態検出部が前記第３の体腔内検出部を有す
る場合、操作者が診断機能に係る設定のために行う操作を受け付け、操作結果を示す前記
操作情報を出力する操作部と、前記操作情報に基づいて前記診断機能に係る設定を行う設
定部とを更に有することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記第１の体腔内検出信号に基づいて体腔内
での検査中であると判定される場合、または前記第２の体腔内検出信号に基づいて前記発
光量が前記所定の範囲内であると判定される場合、または前記第３の体腔内検出信号に基
づいて前記診断機能が設定されていると判定される場合、前記システム状態判定部は体腔
内での検査中であることを示す前記システム状態信号を出力し、前記故障状態信号が所定
レベル未満の故障の発生を示し、前記システム状態信号が体腔内の検査中であることを示
す場合、前記故障処理部は前記画像処理部における前記プログラマブル集積回路を初期化
しないと判定することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記第１の体腔内検出信号に基づいて体腔内
での検査中でないと判定される場合、かつ前記第２の体腔内検出信号に基づいて前記発光
量が前記所定の範囲外であると判定される場合、かつ前記第３の体腔内検出信号に基づい
て前記診断機能が設定されていないと判定される場合、前記システム状態判定部は体腔内
での検査中でないことを示す前記システム状態信号を出力し、前記故障状態信号が故障の
発生を示し、前記システム状態信号が体腔内の検査中でないことを示す場合、前記故障処
理部は前記画像処理部における前記プログラマブル集積回路を初期化すると判定すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、撮像部からの撮像画像と、画像処理部で処理された処理結果の画像と
を比較した結果に基づいて検出した故障の状態と、システム情報に基づいて内視鏡システ
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ムが体腔内での検査中であるか否かを判定した結果とに基づいて、画像処理部におけるプ
ログラマブル集積回路を初期化するか否かを判定することによって、内視鏡システムの状
態に応じて初期化動作または継続動作を選択することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有する画像処理プロセッサ装置
の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有する故障処理部の動作の手順
を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有する故障検出部の構成を示す
ブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有するリファレンス画像生成部
の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有するリファレンス画像生成部
と故障検出部の動作を示すタイミングチャートである。
【図７】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有するシステム状態検出部の構
成を示すブロック図である。
【図８】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムの状態遷移図である。
【図９】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有する画像処理部の構成を示す
ブロック図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが有する調光部の構成を示すブ
ロック図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが有する故障検出部の構成を示
すブロック図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが有する入力画像特徴量検出部
の構成を示すブロック図である。
【図１３】本発明の第２の実施形態において、低域通過フィルタ・高域通過フィルタのそ
れぞれを通した画像を示す参考図である。
【図１４】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが有する特徴量比較部の構成を
示すブロック図である。
【図１５】従来のプロセッサ装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。
【００２１】
　（第１の実施形態）
　まず、本発明の第１の実施形態を説明する。図１は、本実施形態による内視鏡システム
（内視鏡装置）の概略構成を示している。本実施形態の内視鏡システムは、内視鏡スコー
プ１００、光源装置１０１、画像処理プロセッサ装置１０２、表示装置１０３、記録装置
１０４、操作部１０５、システムコントローラ１０６を有する。
【００２２】
　内視鏡スコープ１００は、照明光により照明された体腔内の部位を撮像素子により撮像
し撮像画像を得る撮像部１０７を内蔵しており、体腔内に挿入される部分である。光源装
置１０１は、体腔内の部位を照明するための照明光を発生し、内視鏡スコープ１００に照
明光を出力する。この時、光源装置１０１は、画像処理プロセッサ装置１０２から出力さ
れる発光量情報に比例した光量となるような照明光を発生する。具体的には、光源装置１
０１は、発光量情報に比例した絞り量、発光時間、または発光レベルで照明光を生成する
。
【００２３】
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　画像処理プロセッサ装置１０２は、内視鏡スコープ１００からの撮像画像に対して各種
画像処理を施し、処理後の画像を表示画像として表示装置１０３に出力すると共に、記録
画像として記録装置１０４に出力する。表示装置１０３は、画像処理プロセッサ装置１０
２から出力される表示画像を表示する。記録装置１０４は、画像処理プロセッサ装置１０
２から出力される記録画像を媒体に記録する。操作部１０５は、操作者が内視鏡システム
の各種操作を行うための操作部材を有し、診断機能に係る設定のために行う操作等を受け
付け、操作結果に基づく操作情報をシステムコントローラ１０６に出力する。システムコ
ントローラ１０６は、操作部１０５からの操作情報に従い、診断機能に係る各種設定を行
うと共に、内視鏡システム内の各部を制御する。
【００２４】
　次に、内視鏡システムの概略動作を説明する。内視鏡スコープ１００は光源装置１０１
からの照明光を導光し、体腔内の部位を照明する。また、内視鏡スコープ１００に内蔵さ
れている撮像部１０７は対象部位を撮像し、撮像画像を出力する。撮像画像は画像処理プ
ロセッサ装置１０２に入力され、ノイズ軽減，色補正，色強調，輪郭強調等の各種の画像
処理が行われる。このような画像処理が施された後、処理後の画像は表示・記録画像とし
て表示装置１０３や記録装置１０４に出力される。システムコントローラ１０６は、操作
者が所望する診断画像を得るため、例えば画像処理プロセッサ装置１０２の画像処理パラ
メータの変更を行う。
【００２５】
　次に、画像処理プロセッサ装置１０２の構成を説明する。図２は画像処理プロセッサ装
置１０２の構成を示している。画像処理プロセッサ装置１０２は、各種の画像処理を行う
画像処理部２００と、故障発生時に対応する機能を実現するための故障検出部２０１，シ
ステム状態検出部２０２，故障処理部２０３と、回路情報を格納した回路情報ROM２０４
とを有する。画像処理部２００は、FPGA等のプログラマブル集積回路により構成されてお
り、回路情報ROM２０４に格納されている回路情報に基づいて初期化を行うことが可能で
ある。
【００２６】
　故障検出部２０１は、画像処理部２００の故障の有無およびそのレベルを検出する。よ
り具体的には、故障検出部２０１は、画像処理部２００の入力画像すなわち撮像画像と、
画像処理部２００の出力画像すなわち表示・記録画像とを比較して、画像処理部２００に
おける故障の有無を検出し、故障検出信号として出力する。更に、故障検出部２０１は、
撮像画像と表示・記録画像との差分に基づく故障の度合いを故障レベル信号として出力す
る。これらの故障検出信号および故障レベル信号が、故障の状態を示す故障状態信号に対
応する。
【００２７】
　システム状態検出部２０２には、内視鏡システムの状態を示すシステム情報がシステム
コントローラ１０６から入力され、発光量情報が画像処理部２００から入力される。シス
テム状態検出部２０２は、これらの情報に基づいて、内視鏡システムが体腔内での検査中
の状態であるか否かを判定し、判定結果を示すシステム状態信号を出力する。
【００２８】
　故障処理部２０３は、故障検出部２０１からの故障検出信号および故障レベル信号と、
システム状態検出部２０２からのシステム状態信号とに基づいて、プログラマブル集積回
路で構成される画像処理部２００を初期化するか否かを判定し、判定結果に基づいて、画
像処理部２００を制御するための画像処理部制御信号を出力する。また、故障処理部２０
３は、故障を検出した場合に故障有り信号をシステムコントローラ１０６に出力する。シ
ステムコントローラ１０６は、故障有り信号が入力された場合、すなわち故障が発生した
場合に、ＯＳＤ（On Screen Display）による表示装置１０３上の文字表示や、ＢＥＥＰ
音の発生、操作盤上のＬＥＤやＬＣＤ等の制御により故障発生を通知する。故障検出部２
０１およびシステム状態検出部２０２の詳細については後述する。
【００２９】
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　次に、故障処理部２０３の動作を説明する。図３は故障処理部２０３の動作を示してい
る。まず、故障処理部２０３は、故障検出部２０１からの故障検出信号に基づいて故障の
有無を判定する（ステップＳ３００）。故障検出信号が「無効」を示す場合、故障処理部
２０３は故障がないと判定し、画像処理部制御信号を「動作継続」とする（ステップＳ３
０１）。この時、画像処理部２００は初期化せずに動作を継続し、画像を出力する（継続
動作）。
【００３０】
　故障検出信号が「有効」を示す場合、故障処理部２０３は故障があると判定し、故障検
出部２０１からの故障レベル信号の値を所定の閾値と比較する（ステップＳ３０２）。故
障レベル信号の値が所定の閾値以上である、すなわち故障のレベルが、表示装置１０３の
表示画像を画像として認識するのが困難なレベルである場合、故障処理部２０３は画像処
理部制御信号を「初期化」とする（ステップＳ３０３）。この時、画像処理部２００は、
回路情報ROM２０４から回路情報を読み出して再度回路を構築し、正常な状態に回復する
（初期化動作）。
【００３１】
　故障レベル信号の値が所定の閾値未満である、すなわち故障のレベルが、表示装置１０
３の表示画像を画像として認識することが可能なレベルである場合、故障処理部２０３は
、システム状態検出部２０２からのシステム状態信号に基づいてシステム状態を判定する
（ステップＳ３０４）。システム状態信号が「検査中」を示す場合、すなわち内視鏡スコ
ープが体腔内にある可能性が高い場合には、故障処理部２０３は画像処理部制御信号を「
動作継続」とする（ステップＳ３０５）。この時、画像処理部２００は動作を継続し、画
像出力を確保する（継続動作）。
【００３２】
　システム状態信号が「非検査中」を示す場合、故障処理部２０３は、前述の動作と同様
に画像処理部制御信号を「初期化」とする（ステップＳ３０６）。この時、画像処理部２
００は初期化を行う（初期化動作）。以上により、検査中、すなわち内視鏡スコープ１０
０が体腔内にある状態で低レベルの故障が発生した場合には操作者が操作を続行すること
ができるように画像出力を確保し、また、画像を視認できない高レベルの故障や非検査時
の故障が発生した場合には回路の初期化を行い、迅速な正常状態への回復を図っている。
【００３３】
　次に、故障検出部２０１の構成を説明する。図４は故障検出部２０１の構成を示してい
る。故障検出部２０１は、リファレンス画像生成部４００、遅延出力画像フレームメモリ
４０１、遅延出力画像メモリコントローラ４０２、遅延出力画像比較部４０３、遅延出力
画像相関値演算部４０４を有する。
【００３４】
　リファレンス画像生成部４００は、画像処理部２００の入力画像である撮像画像に対し
て、画像処理部２００が行う画像処理と同等の処理を行ってリファレンス画像（変換画像
）を生成する。遅延出力画像フレームメモリ４０１は、画像処理部２００の出力画像であ
る表示・記録画像を遅延出力画像として蓄える。遅延出力画像メモリコントローラ４０２
は、遅延出力画像フレームメモリ４０１に対するデータの書き込み・読み出しを制御する
。
【００３５】
　遅延出力画像比較部４０３は、リファレンス画像と、遅延出力画像フレームメモリ４０
１に蓄えられた遅延出力画像とを比較し、比較結果を故障検出信号として出力する。より
具体的には、遅延出力画像比較部４０３は、リファレンス画像と遅延出力画像の全画素（
または一定の割合で間引いた画素）について、同一座標の画素単位でデータの比較を行う
。両画像間でデータが異なる画素が１つもなかった場合、遅延出力画像比較部４０３は比
較結果を「一致」とする。また、両画像間でデータが異なる画素が１つでもあった場合、
遅延出力画像比較部４０３は比較結果を「不一致」とする。
【００３６】
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　遅延出力画像相関値演算部４０４は、リファレンス画像と、遅延出力画像フレームメモ
リ４０１に蓄えられた遅延出力画像との相関値を算出し、相関値に基づく故障レベル信号
を出力する。より具体的には、遅延出力画像相関値演算部４０４は、リファレンス画像と
遅延出力画像の全画素（または一定の割合で間引いた画素）について、同一座標の画素単
位でデータの差分や比を算出する。また、遅延出力画像相関値演算部４０４は、データの
差分や比を算出した全画素についてデータの差分の絶対値や比を積算し、その結果を画像
全体の相関値とする。
【００３７】
　次に、リファレンス画像生成部４００の構成を説明する。図５はリファレンス画像生成
部４００の構成を示している。リファレンス画像生成部４００は、入力画像フレームメモ
リ５００、ＣＰＵ５０１、リファレンス画像フレームメモリ５０２、リファレンス画像メ
モリコントローラ５０３を有する。
【００３８】
　入力画像フレームメモリ５００は、撮像画像である入力画像を蓄積する。ＣＰＵ５０１
は、入力画像フレームメモリ５００から入力画像を読み出し、ソフトウェアに基づく処理
により、画像処理部２００が行う画像処理と同等の処理を入力画像に対して行い、リファ
レンス画像を生成する。また、ＣＰＵ５０１は、入力画像を取り込むタイミングで取り込
み信号を出力し、リファレンス画像フレームメモリ５０２へのリファレンス画像の格納が
完了したタイミングで検査開始信号を出力する。リファレンス画像フレームメモリ５０２
は、ＣＰＵ５０１によって生成されたリファレンス画像を蓄積する。リファレンス画像メ
モリコントローラ５０３は、入力画像フレームメモリ５００およびリファレンス画像フレ
ームメモリ５０２に対するデータの書き込み・読み出しを制御する。
【００３９】
　次に、リファレンス画像生成部４００および故障検出部２０１の動作を説明する。図６
はリファレンス画像生成部４００および故障検出部２０１の動作を示している。撮像画像
は、図４および図５では図示していない垂直同期信号に同期してリファレンス画像生成部
４００に入力される。リファレンス画像メモリコントローラ５０３は数フレームに１回の
割合で撮像画像を入力画像フレームメモリ５００に取り込む。取り込まれた撮像画像は、
ＣＰＵ５０１により、画像処理部２００が行う画像処理と同等の処理を施される。なお、
処理時間はＣＰＵ５０１の処理能力により決定されるが、一般的に画像処理部２００が画
像処理を行う時間よりも処理時間は大きくなる。ＣＰＵ５０１による処理結果の画像であ
るリファレンス画像はリファレンス画像フレームメモリ５０２に格納される。リファレン
ス画像メモリコントローラ５０３は、リファレンス画像の格納が完了した後、検査開始信
号に同期したタイミングでリファレンス画像を出力する。
【００４０】
　以下の説明は、故障検出部２０１の動作に関する。リファレンス画像生成部４００は、
前述のように入力画像の取り込み時に取り込み信号を出力する。遅延出力画像メモリコン
トローラ４０２は、取り込み信号が入力されると、そのフレームの表示・記録画像を遅延
出力画像フレームメモリ４０１に取り込む。続いて、リファレンス画像生成部４００にお
いてリファレンス画像の生成および格納が完了し、リファレンス画像の出力が開始される
時点でリファレンス画像生成部４００は検査開始信号を出力する。
【００４１】
　検査開始信号が遅延出力画像メモリコントローラ４０２に入力されると、遅延出力画像
メモリコントローラ４０２は、リファレンス画像生成部４００内のリファレンス画像フレ
ームメモリ５０２からのリファレンス画像の読み出しに同期して、同一画像に対応する遅
延出力画像の読み出しを開始する。遅延出力画像比較部４０３および遅延出力画像相関値
演算部４０４は画像比較および相関値演算を実施する。遅延出力画像比較部４０３は、前
述のように、リファレンス画像と遅延出力画像が一致するか否かを比較する。比較結果が
「一致」である場合、遅延出力画像比較部４０３は、故障がないと判定し、故障検出信号
を「無効」として出力する。また、比較結果が「不一致」である場合、遅延出力画像比較
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部４０３は、故障があると判定し、故障検出信号を「有効」として出力する。
【００４２】
　遅延出力画像相関値演算部４０４は、前述のように、リファレンス画像と遅延出力画像
の相関値を算出する。遅延出力画像相関値演算部４０４は、算出された相関値を所定の閾
値と比較し、相関値が閾値未満であれば、相関性が低い、すなわちリファレンス画像に対
して遅延出力画像が著しく劣化していると判定し、故障レベル信号を「高」として出力す
る。逆に、相関値が閾値以上であれば、画像が類似している、すなわち視認可能なレベル
であると判定し、故障レベル信号を「低」として出力する。
【００４３】
　以上により、数フレームに１回、ＣＰＵ５００による処理結果と画像処理部２００によ
る処理結果との比較が行われる。なお、ＣＰＵ５００はシステム内の他のＣＰＵ（例えば
システムコントローラ１０６内にＣＰＵを使用する場合にはこのＣＰＵ）と兼用しても良
い。また、各フレームメモリへ格納するデータは、全画素分を格納する必要は無く、例え
ば、間引き・切り出しなどを行い、その容量を削減することが可能である。
【００４４】
　次に、システム状態検出部２０２の構成を説明する。図７はシステム状態検出部２０２
の構成を示している。システム状態検出部２０２は、診断機能設定判定部７００、調光状
態判定部７０１、体腔色判定部７０２、合焦判定部７０３、システム状態判定部７０４を
有する。
【００４５】
　診断機能設定判定部７００、調光状態判定部７０１、体腔色判定部７０２、合焦判定部
７０３の各判定結果はシステム状態判定部７０４に入力される。各判定結果は、内視鏡ス
コープ１００が体腔内に挿入されていることを決定する確実な情報ではないため、システ
ム状態判定部７０４は、判定確度を上げるためにこれらの情報を組み合わせてシステム状
態の判定（検査中であるか否か、言い換えると内視鏡スコープが体腔内にあるか否か）を
行っている。
【００４６】
　図８は内視鏡システムの状態遷移を示している。「非検査中」から「検査中」への遷移
は、例えば、診断操作が行われたこと、照明量が所定の制御範囲にあること、合焦状態に
あること、体腔内色が検出されていることのいずれかが発生したときに行われる。また、
照明量が最大になり、かつ、合焦から外れており、また、体腔内色が検出されていないこ
とが所定の時間以上連続した場合には、「検査中」から「非検査中」への遷移が行われる
。システム状態判定部７０４は、各判定部からの信号に基づいてシステム状態の判定を行
い、上記の状態遷移と連動したシステム状態信号を出力する。
【００４７】
　次に、各判定部の動作について説明する。診断機能設定判定部７００には、システムコ
ントローラ１０６を介して操作情報が入力される。診断機能設定判定部７００は、各種操
作に基づく操作情報のうち、診断に関する操作、例えば画像上の血管や患部をより強調さ
せる画像処理等を行う操作に関する情報を検出し、その情報に基づいて、診断機能に関す
る設定が行われているか否かを判定し、判定結果を診断機能設定判定信号（第３の体腔内
検出信号）としてシステム状態判定部７０４に出力する。診断機能に関する設定が行われ
ている場合、診断機能設定判定部７００は診断機能設定判定信号を「診断機能設定」とし
、診断機能に関する設定が行われていない場合、診断機能設定判定部７００は診断機能設
定判定信号を「診断機能非設定」とする。
【００４８】
　調光状態判定部７０１は、画像処理部２００から光源装置１０１へ出力される発光量情
報に基づいて、発光量情報が示す発光量が所定の範囲内にあるか否かを判定し、判定結果
を調光状態判定信号（第２の体腔内検出信号）として出力する。以下では、画像処理部２
００内の発光量情報の生成について説明する。図９は画像処理部２００の構成を示してい
る。前述のように画像処理部２００は、撮像画像に対し、ノイズ軽減、色補正、色強調、
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輪郭強調などの診断用画像を得るための各種処理を行う。また、それぞれの処理に対する
パラメータはシステムコントローラ１０６から与えられる。画像処理部２００は、ノイズ
軽減処理部９００、色補正部９０１、色強調部９０２、輪郭強調部９０３、調光部９０４
を有する。
【００４９】
　ノイズ軽減処理部９００は、撮像画像に対してノイズ軽減処理を行う。色補正部９０１
は、撮像画像に対して色補正処理を行う。色強調部９０２は、撮像画像に対して色強調処
理を行う。輪郭強調部９０３は、撮像画像に対して輪郭強調処理を行う。調光部９０４は
、ノイズ軽減処理後の撮像画像から発光量情報を生成する。図１０は調光部９０４の構成
を示している。調光部９０４は輝度レベル算出部１０００と発光量演算部１００１を有す
る。
【００５０】
　輝度レベル算出部１０００は、入力画像、すなわち撮像画像の輝度レベルを算出する。
発光量演算部１００１は、輝度レベルを所定の目標レベルと比較し、比較結果に基づいて
、発光すべき発光量を演算し、発光量を示す発光量情報を出力する。この時、適正な発光
量になるように発光量の制御を行う。すなわち、画像の輝度レベルが高い場合には発光量
を減少させ、輝度レベルが低い場合には発光量を増大させる。
【００５１】
　システム状態検出部２０２内の調光状態判定部７０１は、調光部９０４から出力される
発光量情報が制御範囲をはずれているか否かにより、内視鏡システムが体腔内での検査中
であるか否かを判定する。内視鏡スコープ１００が体内または近傍の被写体を撮影する場
合には、発光量は制御範囲内にあるが、体外など撮像対象が遠位にある場合には照明光が
撮像対象に届かないため、発光量は制御範囲をはずれ、最大照明量となる。したがって、
調光状態判定部７０１は、発光量情報が示す発光量が、体腔内での発光量に相当する所定
の範囲内にある場合に、調光状態判定信号を「体腔内」とし、発光量情報が示す発光量が
所定の範囲外にある場合に、調光状態判定信号を「体腔外」とする。
【００５２】
　システム状態検出部２０２内の体腔色判定部７０２は、撮像画像の特徴量として各色成
分を抽出し、各色成分に基づいて、内視鏡システムが体腔内での検査中であるか否かを判
定し、判定結果を示す体腔色判定信号（第１の体腔内検出信号）を出力する。一般に知ら
れている通り、体腔内の画像は赤系統が支配的である。このため、体腔色判定部７０２は
、赤成分が所定の値以上である場合、体腔色判定信号を「体腔内」とし、赤成分が所定の
値未満である場合、体腔色判定信号を「体腔外」とする。
【００５３】
　システム状態検出部２０２内の合焦判定部７０３は、撮像画像の特徴量として画像内の
空間周波数成分を抽出し、空間周波数成分に基づいて、内視鏡システムが体腔内での検査
中であるか否かを判定し、判定結果を示す体腔色判定信号（第１の体腔内検出信号）を出
力する。被写体が遠位にある場合は合焦状態にないため、低周波成分が支配的になる。こ
のため、合焦判定部７０３は、検出結果を所定の閾値と比較し、検出結果が閾値以上であ
る場合、合焦状態すなわち体腔内にあると判定して合焦判定信号を「体腔内」とし、検出
結果が閾値未満である場合、非合焦状態すなわち体腔外にあると判定して合焦判定信号を
「体腔外」とする。
【００５４】
　なお、それぞれの判定部にタイマーやカウンタを設け、所定の状態が所定の時間以上続
いたか、または所定の回数以上続いたかにより更にその判定の確度を上げることが望まし
い。
【００５５】
　上述したように、本実施形態によれば、故障検出部２０１は、画像処理部２００の故障
の有無を示す故障検出信号とその故障の度合いを示す故障レベル信号とを出力する。また
、システム状態検出部２０２は、内視鏡システムの操作者が体腔内での検査を行っている
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状態またはそれに類する状態を検出し、システム状態信号を出力する。故障処理部２０３
は、故障検出信号と故障レベル信号とシステム状態信号とに基づいて故障の状態および内
視鏡システムの状態を検出する。内視鏡システムが検査中であり、かつ故障レベルが低い
場合には、故障処理部２０３は画像処理部２００に対し初期化を行わずに動作を継続させ
て画像の出力を確保する。また、故障が発生しており、かつ故障レベルが高い、すなわち
検査中であっても画像を視認できないレベルの故障が発生している場合や検査中でない場
合には、故障処理部２０３は画像処理部２００を初期化させ、迅速に正常な状態に復帰さ
せることができる。このように、内視鏡システムの状態に応じて初期化動作または継続動
作を選択することができる。
【００５６】
　また、リファレンス画像生成部４００は、撮像画像に対して画像処理部２００と同等の
処理を行い、リファレンス画像を生成する。遅延出力画像比較部４０３および遅延出力画
像相関値演算部４０４は、リファレンス画像と、画像処理部２００によって処理された処
理結果画像とを比較し、画像処理部２００の故障の有無と故障のレベルを検出する。この
時、画像の一部（表示されない部分等）について比較を行うのではなく、画像全体で比較
を行うことにより、画像の空間方向の検出精度が上がるため、故障の有無およびレベルを
精度良く検出することができる。
【００５７】
　また、リファレンス画像生成部４００内のＣＰＵ５０１が、リファレンス画像を生成す
るための画像処理をソフトウェアにより行うため、専用の回路を設けることなく、所望の
画像処理を実現することができる。また、画像処理部２００によって処理された処理結果
画像を一旦遅延出力画像フレームメモリ４０１に蓄え、上記リファレンス画像との比較を
行うことにより、ＣＰＵ５０１の処理による遅延に対応することができる。
【００５８】
　また、システム状態検出部２０２は、内視鏡システムが体腔内での検査中であるか否か
に関連する複数の情報を組み合わせてシステム状態を判定することにより、システム状態
判定の確度を向上させることができる。
【００５９】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態を説明する。第２の実施形態の基本的な構成は第１の実
施形態と共通である。第２の実施形態では、画像処理プロセッサ装置１０２内の故障検出
部２０１の構成が異なる。図１１は本実施形態の故障検出部２０１の構成を示している。
【００６０】
　故障検出部２０１は、入力画像特徴量検出部１１００、出力画像特徴量検出部１１０１
、特徴量比較部１１０２を有する。入力画像特徴量検出部１１００および出力画像特徴量
検出部１１０１は、入力画像すなわち撮像画像と出力画像すなわち画像処理部２００の処
理結果画像から、所定の特徴量を検出する。特徴量比較部１１０２は、各特徴量検出部で
検出された特徴量の差分を比較することにより、故障検出信号と故障レベル信号を生成す
る。
【００６１】
　本実施形態では特徴量として空間周波数成分が抽出され、その判定が行われる。図１２
は入力画像特徴量検出部１１００の構成を示している。入力画像特徴量検出部１１００は
、高域通過フィルタ１２００、低域通過フィルタ１２０１、高域成分抽出部１２０２、低
域成分抽出部１２０３を有する。入力画像は、所定の周波数より高い空間周波数成分を通
過させる高域通過フィルタ１２００と、所定の周波数より低い空間周波数成分を通過させ
る低域通過フィルタ１２０１のそれぞれに入力される。更にこれらの出力は高域成分抽出
部１２０２と低域成分抽出部１２０３に入力され、それぞれの成分（振幅等）が高域成分
および低域成分として抽出される。出力画像特徴量検出部１１０１の構成も上記と同様で
ある。
【００６２】
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　図１３は、低域通過フィルタを通した画像と、高域通過フィルタを通した画像との例を
示している。図１３（ａ）は、各フィルタに入力する前の画像であり、図１３（ｂ）は低
域通過フィルタを通した画像であり、図１３（ｃ）は高域通過フィルタを通した画像であ
る。このように、例えば画像処理部２００に故障が発生し、低域の情報や高域の情報が欠
落した場合、低域画像の情報が再現されていれば画像として視認可能であるが、低域の成
分が再現されない場合（高域成分のみの場合）は視認が困難となる。
【００６３】
　図１４は特徴量比較部１１０２の構成を示している。特徴量比較部１１０２は、高域差
分比較部１４００、低域差分比較部１４０１、故障判定部１４０２、故障レベル判定部１
４０３を有する。高域差分比較部１４００には、入力画像特徴量検出部１１００で抽出さ
れた入力画像の高域成分と、出力画像特徴量検出部１１０１で抽出された出力画像の高域
成分とが入力される。高域差分比較部１４００は両者を比較し、両者の差分を算出する。
低域差分比較部１４０１には、入力画像特徴量検出部１１００で抽出された入力画像の低
域成分と、出力画像特徴量検出部１１０１で抽出された出力画像の低域成分とが入力され
る。低域差分比較部１４０１は両者を比較し、両者の差分を算出する。
【００６４】
　故障判定部１４０２は、入力画像と出力画像のそれぞれについての高域成分の差分およ
び低域成分の差分をそれぞれ所定の閾値と比較し、故障の有無を判定する。すなわち、高
域成分と低域成分のいずれの差分も閾値未満であれば、入力画像と出力画像はほぼ一致す
ると考えられるため、故障判定部１４０２は故障検出信号を「無効」とする。また、いず
れかまたは両方の差分が閾値以上である場合、故障判定部１４０２は故障検出信号を「有
効」とする。
【００６５】
　故障レベル判定部１４０３は、低域差分比較部１４０１で算出された低域成分の差分に
基づいて、故障レベルを判定する。前述のように低域の成分が再現されれば画像として視
認可能であるので、低域の値の差分が閾値未満であれば、故障は画像を視認可能なレベル
である。すなわち、故障レベル判定部１４０３は故障レベル信号を「低」とする。また、
低域の値の差分が閾値以上であれば、故障レベル判定部１４０３は故障レベル信号を「高
」とする。
【００６６】
　なお、画像処理部２００において、輪郭強調処理等を施すことにより周波数成分が変化
するため、例えば前述の高域通過フィルタ１２００や低域通過フィルタ１２０１として、
所定の帯域（周波数範囲）の成分のみを通過させる帯域通過フィルタを使用し、輪郭強調
処理等の影響が少ない周波数成分を用いてより精度の高い判定を行うことも可能である。
この場合、空間周波数の帯域や、高域差分比較部１４００と低域差分比較部１４０１が用
いる閾値を画像処理部２００の処理パラメータ等により適応的に変更することが望ましい
。
【００６７】
　上述したように、本実施形態によれば、体腔内での故障発生時にはできる限り画像出力
を確保して操作を続行可能とし、画像が視認できない故障や非検査時の故障では画像処理
部２００の初期化を行い、迅速に正常状態への回復を図ることができる。また、入力画像
特徴量検出部１１００および出力画像特徴量検出部１１０１が入力画像および出力画像か
ら所定の特徴量を検出し、特徴量比較部１１０２がこの特徴量を比較し、その差分に基づ
いて故障の有無およびレベルを検出することによって、検出を簡易に行うことができる。
【００６８】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について詳述してきたが、具体的な構成は上記
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。
【符号の説明】
【００６９】
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　１００・・・内視鏡スコープ、１０１・・・光源装置、１０２・・・画像処理プロセッ
サ装置、１０３・・・表示装置、１０４・・・記録装置、１０５・・・操作部、１０６・
・・システムコントローラ（設定部）、１０７・・・撮像部、２００・・・画像処理部、
２０１・・・故障検出部、２０２・・・システム状態検出部、２０３・・・故障処理部、
２０４・・・回路情報ROM、４００・・・リファレンス画像生成部（撮像画像変換部）、
４０１・・・遅延出力画像フレームメモリ（記憶部）、４０２・・・遅延出力画像メモリ
コントローラ、４０３・・・遅延出力画像比較部（画像比較部）、４０４・・・遅延出力
画像相関値演算部（画像比較部）、５００・・・入力画像フレームメモリ、５０１・・・
ＣＰＵ、５０２・・・リファレンス画像フレームメモリ、５０３・・・リファレンス画像
メモリコントローラ、７００・・・診断機能設定判定部（第３の体腔内検出部）、７０１
・・・調光状態判定部（第２の体腔内検出部）、７０２・・・体腔色判定部（第１の体腔
内検出部）、７０３・・・合焦判定部、７０４・・・システム状態判定部、９００・・・
ノイズ軽減処理部、９０１・・・色補正部、９０２・・・色強調部、９０３・・・輪郭強
調部、９０４・・・調光部、１０００・・・輝度レベル算出部、１００１・・・発光量演
算部、１１００・・・入力画像特徴量検出部（第１の特徴量検出部）、１１０１・・・出
力画像特徴量検出部（第２の特徴量検出部）、１１０２・・・特徴量比較部、１１００・
・・入力画像特徴量検出部、１２００・・・高域通過フィルタ、１２０１・・・低域通過
フィルタ、１２０２・・・高域成分抽出部、１２０３・・・低域成分抽出部、１４００・
・・高域差分比較部、１４０１・・・低域差分比較部、１４０２・・・故障判定部、１４
０３・・・故障レベル判定部、１５００・・・検出データ付加回路、１５０１・・・画像
処理回路、１５０２・・・判定回路、１５０３・・・初期化回路、１５０４・・・回路情
報ROM

【図１】 【図２】



(16) JP 2011-244884 A 2011.12.8

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(17) JP 2011-244884 A 2011.12.8

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】



(18) JP 2011-244884 A 2011.12.8

【図１４】

【図１５】



(19) JP 2011-244884 A 2011.12.8

【図１３】



(20) JP 2011-244884 A 2011.12.8

フロントページの続き

(72)発明者  古藤田　薫
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 4C061 CC06  JJ15  JJ17  LL01  NN05  TT00  WW07  WW08 
　　　　 　　  4C161 CC06  JJ15  JJ17  LL01  NN05  TT00  WW07  WW08 



专利名称(译) 内窥镜系统

公开(公告)号 JP2011244884A 公开(公告)日 2011-12-08

申请号 JP2010118308 申请日 2010-05-24

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 古藤田薫

发明人 古藤田 薫

IPC分类号 A61B1/04

FI分类号 A61B1/04.370 A61B1/00.630 A61B1/04 A61B1/045.610 A61B1/045.615

F-TERM分类号 4C061/CC06 4C061/JJ15 4C061/JJ17 4C061/LL01 4C061/NN05 4C061/TT00 4C061/WW07 4C061
/WW08 4C161/CC06 4C161/JJ15 4C161/JJ17 4C161/LL01 4C161/NN05 4C161/TT00 4C161/WW07 
4C161/WW08

代理人(译) 塔奈澄夫

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供能够选择与内窥镜系统的状态相对应的初始化操作
或继续操作的内窥镜系统。 ŽSOLUTION：故障检测部分201基于拍摄图
像与图像处理部分200的处理结果的图像的比较结果来检测图像处理部分
200的故障，以输出表示故障状态的故障状态信号。 。系统状态检测部
分202基于示出内窥镜系统的状态的系统数据判断内腔镜系统是否在内部
检查体腔，以输出表示判断结果的系统状态信号。故障处理部分203基于
故障状态信号和系统状态信号判断图像处理部分200中的可编程集成电路
是否被初始化，以输出表示判断结果的控制信号。图像处理部分200执行
用于初始化可编程集成电路的初始化操作或用于继续操作的继续操作，
而不基于控制信号初始化可编程集成电路。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1e6cd427-54d5-4987-9687-b8c374d985ec
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/045410898/publication/JP2011244884A?q=JP2011244884A

